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第
六
十
三
囘
神
田
古
本
ま
つ
り
の
收
穫
(
四
) 

 
 

 

土
屋
博 

 

三
十
一
「
中
國
文
學
入
門
」
吉
川
幸
次
郞
著 

(
淸
水
弘
文
堂
、
昭
和
四
十
八
年
再
販
、
定
價
四
五
〇
圓
、
八
八
頁
) 

古
書
價
格
三
百
圓
也
。
昭
和
二
十
六
年
夏
每
週
火
曜
朝
七
時
よ
り
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
文
化
講
座
の
放
送
筆

錄
を
も
と
に
弘
文
堂
ア
テ
ネ
新
書
と
し
て
刊
行
を
見
た
る
も
の
の
、
京
都
大
學
講
壇
を
去
る
に
當
り
て
の

改
訂
版
な
り
。 

 

三
十
二
「
源
氏
物
語
と
文
藝
科
学 

自
敍
傳
的
に
」
五
十
嵐
力
著 

(
敎
育
社
、
昭
和
四
十
九
年
刊
、
五
〇
九
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
五
十
嵐
力
(
一
八
七
四
年
生
れ
、
一
九
四
七
年
歿
)
は
、
東
京
專
門
學
校
卒
、
早

稻
田
大
學
文
學
部
敎
授
。
本
書
は
そ
の
生
誕
百
年
記
念
出
版
物
。
戰
時
中
疎
開
し
つ
つ
の
源
氏
物
語
の
現

代
語
譯
作
業
を
續
け
た
る
姿
は
感
動
的
な
り
。
廿
二
の
光
源
氏
の
拾
四
歳
紫
の
上
と
新
枕
す
る
場
面
に
つ

い
て
、
原
文
、
谷
崎
譯
、
窪
田
空
穂
譯
、
そ
し
て
五
十
嵐
譯
を
並
べ
、
紫
式
部
大
得
意
の
洒
落
た
る
筆
致

と
評
價
す
。 

 

三
十
三
「
儒
敎
の
精
神
」
武
内
義
雄
著 

(
岩
波
新
書
特
裝
版
、
昭
和
五
十
七
年
刊
、
定
價
八
百
圓
、
二
一
三
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
初
版
は
昭
和
十
四
年
。
讀
み
易
き
ワ
イ
ド
版
な
り
。
結
語
に
曰
く
、「
要
す
る
に
唐

以
前
は
五
經
を
中
心
と
す
る
儒
敎
で
大
體
に
於
い
て
一
致
し
、
宋
以
後
は
四
書
を
中
心
と
す
る
儒
敎
な

り
」、「
我
國
の
祖
先
は
之
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
春
秋
の
三
傳
よ
り
公
羊
、
穀
梁
を
排
除
し
左
傳
一
つ
に
定

め
革
命
思
想
を
排
除
す
る
な
ど
國
體
に
一
致
せ
し
め
た
」
云
々
と
。 

 

三
十
四
「
賴
山
陽
書
畫
題
跋
評
釋
」
竹
谷
⾧
二
郞
著 

(
明
治
書
院
、
昭
和
五
十
八
年
刊
、
定
價
七
千
五
百
圓
、
三
六
六
頁
) 

古
書
價
格
五
千
五
百
圓
也
。
竹
谷
⾧
二
郞
(
一
九
一
〇
年
生
れ
、
東
洋
大
學
卒
)
は
昭
和
四
十
五
年
に
都

立
日
比
谷
高
校
の
漢
文
敎
師
を
退
任
。
著
者
曰
く
、
書
後
題
跋
を
山
陽
の
最
も
見
る
べ
き
業
績
と
し
た
る

者
に
德
富
蘇
峰
あ
り
、
蘇
峰
著
「
賴
山
陽
」
の
う
ち
十
六
頁
を
こ
れ
に
充
て
り
、
と
ぞ
。 

 

三
十
五
「
菅
家
の
文
華
」
淸
藤
鶴
美
著 

(
太
宰
府
天
滿
宮
文
化
研
究
所
、
昭
和
六
十
二
年
三
版
、
三
三
六
頁
) 
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古
書
價
格
五
百
圓
也
。
初
版
は
昭
和
四
十
六
年
。
淸
藤
鶴
美
は
昭
和
五
十
九
年
歿
。
菅
原
道
眞
の
文
章
を

纏
め
て
勉
強
す
る
に
最
適
の
書
と
覺
ゆ
。「
東
風
吹
か
ば 

匂
ひ
お
こ
せ
よ 

梅
の
花 

主
な
し
と
て 

春
な
忘
れ
そ
」
は
、
小
生
特
許
廳
を
退
任
し
た
る
際
に
、
部
下
百
數
十
名
に
思
ひ
を
託
し
披
露
し
た
る
懷

か
し
の
歌
な
り
き
。 

 

三
十
六
「
賀
茂
眞
淵
全
集 
第
十
二
巻
」 

(
續
群
書
類
從
完
成
會
、
昭
和
六
十
二
年
刊
、
定
價
七
千
五
百
圓
、
三
九
一
頁
) 

古
書
價
格
千
圓
也
。
百
人
一
首
の
評
釋
の
「
宇
比
麻
奈
備
」
及
び
そ
の
改
訂
前
の
舊
稿
た
る
「
百
人
一
首

古
說
」
を
收
錄
す
。 

 

三
十
七
「
傳
記
叢
書
八
五 

德
富
蘇
峰
」
早
川
喜
代
次
著 

(
大
空
社
、
平
成
三
年
刊
、
定
價
一
萬
八
千
圓
、
本
文
六
九
七
頁
) 

古
書
價
格
二
千
五
百
圓
也
。
昭
和
四
十
三
年
に
蘇
峰
會
よ
り
千
部
限
定
に
て
刊
行
せ
ら
れ
た
る
早
川
氏
の

著
作
の
復
刻
な
り
。
小
生
に
と
り
て
は
同
一
內
容
の
本
は
、
こ
れ
に
て
四
册
目
と
な
る
。 

 

三
十
八
「
國
文
學
史
講
話
」
藤
岡
作
太
郞
著 

(
岩
波
書
店
、
平
成
五
年
三
刷
、
定
價
三
千
五
百
圓
、
本
文
三
七
〇
頁
) 

古
書
價
格
四
百
四
拾
圓
也
。
藤
岡
作
太
郞
(
一
八
七
〇
年
生
れ
、
一
九
一
〇
年
歿
、
東
京
帝
大
助
敎
授
)

は
、
鈴
木
大
拙
(
佐
田
貞
太
郞
)、
西
田
幾
太
郞
と
並
び
「
三
太
郞
」
と
稱
さ
る
る
秀
才
な
り
し
か
ど
、

短
命
に
終
る
。
狀
態
よ
き
復
刻
版
な
り
。 

 

三
十
九
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ミ
ナ
ổ
歴
史
に
學
ぶ 

新
井
白
石
折
た
く
柴
の
記 

上
下
」
宮
崎
道
生
著 

(
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
平
成
五
年
刊
、
定
價
各
七
百
五
拾
圓
、
一
八
八
＋
一
九
九
頁
) 

古
書
價
格
六
百
圓
也
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ヂ
オ
第
二
放
送
の
テ
キ
ス
ト
な
り
。
講
師
は
、
宮
崎
道
生
(
一
九
一
七

年
生
れ
、
二
〇
〇
五
年
歿
。
東
京
帝
大
國
史
學
科
卒
。
弘
前
大
、
岡
山
大
、
國
學
院
大
敎
授
を
歷
任
)。 

 

四
十
「
犬
養
孝
博
士
揮
毫 

萬
葉
歌
碑
目
錄
」 

(
犬
養
萬
葉
顕
彰
會
、
平
成
六
年
刊
、
五
五
頁
) 

古
書
價
格
五
百
圓
也
。
昭
和
四
十
二
年
明
日
香
村
の
志
貴
皇
子
「
う
ね
め
の 

そ
で
ふ
き
か
へ
す 

あ
す

か
か
ぜ 

み
や
こ
を
と
ほ
み 

い
た
づ
ら
に
ふ
く
」
の
碑
よ
り
、
平
成
六
年
鳥
取
縣
因
幡
の
大
伴
家
持
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「
あ
ら
た
し
き 

と
し
の
は
じ
め
の 

は
つ
は
る
の 

け
ふ
ふ
る
ゆ
き
の 

い
や
し
け
よ
ご
と
」
の
碑
ま

で
、
犬
養
孝
博
士
の
揮
毫
し
た
る
萬
葉
歌
碑
百
五
箇
所
の
目
錄
な
り
。 

 

四
十
一
「
日
本
精
神
の
硏
究
」
安
岡
正
篤
著 

(
致
知
出
版
社
、
平
成
十
七
年
刊
、
定
價
二
千
六
百
圓
＋
税
、
五
〇
五
頁
) 

古
書
價
格
四
百
圓
也
。
大
正
十
三
年
初
版
の
一
部
を
削
り
、
素
行
、
松
陰
、
晉
作
、
泥
舟
、
楠
木
正
成
、

中
齋
、
西
鄕
南
洲
、
宮
本
武
藏
な
ど
の
人
物
を
追
加
し
た
る
昭
和
十
二
年
增
補
改
訂
版
を
も
と
と
せ
り
。

全
篇
ル
ビ
附
き
な
る
は
貴
重
。 

(
令
和
六
年
三
月
四
日
受
附
) 

  


